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COLEOPTERISTS' NEWS
エノキミツギリソゥムシ (コウチュウ目: ミツギリゾウムシ科)

の生態と分布について

吉武 啓・ 堤内雄二

Biological Notes and Dist ribut ional Information on
Eter()zemus celtis (LEWIS) (Coleoptera: Brentidae)

Hiraku YOSHITAKE and Y ji TsUTsUMIUcHI

結 言

大部分のミッギリソウムシ科甲虫は, その名の示す通り, 少なくともメスが難のように細く伸長した口吻を
有する.  しかしながら, 中には顕著な性的2 型を示さず, 難雄共に短い口吻しか持たないグループも少なから
ず含まれている. 一般にソ'ウムシ類の口吻形態は産卵習性と密接な関係にあるため,  ミッギリゾウムシ科にお
ける上記の違いは産卵習性の違いを直接的に反映するものと考えられる.

KLEINE(1938) はミッキ' リソ°ウムシ科の生態に3 型を認めたが, その後,  ZIMMERMAN(1994) がMoRIMoT0
(1962, l976b) に従ってァリモドキソウムシ属Cytas LATREILLEを本科に含めた上で4 型にまとめている. 彼
らの区分によれば, 生きたサッマイモ類の茎や塊茎に 入するCylasと好蟻性のオニミッキ' リソウムシ族Ere-
moxeniniを除く大多数のミッキ リソウムシは結死材穿孔者である.  それら材穿孔性の種は,  その産卵習性か
ら l ) 材外部から産卵を行うグループと 2) 他の甲虫類の 孔を利用して材内部に卵を産下するものとに大
別される. 前者には,  メスが細長く発達した口吻を有し, 材部に深く穿 った孔に産卵する多くの分類群や発達
した口吻の代わりに小型で扁平な体を有し, 樹皮の剥落した箇所を探索し, あるいは樹皮下に潜り込み, 辺材
表面の間隙に卵を産み付けるヒラタミッギリソ'ウムシ族Stereoderminiなどが含まれる. 一方, 後者は極めて
特徴的な形態と生態を有するホソミッキ' リソウムシ亜科Cyphagoginaeのホソミッキ' リソ'ウムシ族Cypha-
goginiによって代表される.

Cyphagoginiは69 属から成り (ALoNso-ZARAzAGA& LYAL, 1999), 細長い円筒形の体や難雄同形の短い口
吻を有すること, 前胸側緑が腿節の当たる付近で強く圧せられることなどで特徴づけられる (cf. 森本, 1979).
本族では, その構成属の1 つであるホソミッギリソ'ウムシ属Cyphagogus PARRYの複数の種において, 成虫が
キクイムシ科Scolytidaeやナガキクイムシ科Platypodidae甲虫の坑道内に, 入り口を いでいるオス個体
(guardian male) を排除した上で港入して産卵を行い, 解化した幼虫がその坑道を起点として材部に穿入する
ことが報告されている(BEEsoN, l925; BROWNE, 1961). 結果としてコロニーの破壊に繁がるこのような習性は
坑道内寄生(gallery parasitism or nest parasitism) と呼ばれ, 同族のCatodromus GuERINやその他いくつか
の属でも見られることが同著者らによって示唆されている.
したがって, Cyphagoginiの持つ形態的特徴は材事孔性甲虫の坑道を利用するための適応形質である可能
性が高く, Cyphagogusとその近緑属以外の分類群も同様の習性を持つことが予期される. しかしながら, 上記
数属以外の生態に関する報告はこれまでに全くと言って良いほどなされていないため, 同族内において材穿孔
者に関連した生態がどこまで普遍的なものか不分明というのが現状である. また, Cyphagoginiの属間で認め
られる形態的差異は, 属ごとに坑道内環境に対する生態的特殊化の程度が異なる可能性を強く示唆するもので
あり, 生態が未知の分類群を対象とした調査が必要とされていた.
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Fig. l. Habi tus of Eterozemt‘s cettis
Scale ba r: 1.0 mm.

第 l 41 号 (2003 年 3 月 )

lg96~2003 年にかけて, 筆者らは,  エノキミッギリソ'ウムシ属
Eterozemus SENNA(Cyphagogini) の l 種であるェノキミッギリソ
ゥムシEterozemus celtis(LEWIS) を数回にわたり採集する機会に恵
まれた. その際に得られた生態的知見は, E. cettis の記載時に材
孔性甲虫との関連性が示唆されている(LEWIS, l884) ものの,  これ
までほとんど知られていなかったEterozemusの習性およびCyP-
hagoginiにおける生態的な差異を把握する上で非常に重要と考え
られるものであった.  また, 我々 が検した標本の中には未記録地の
ものも含まれることから, 稀種であり, その分布情報すら不十分で
あるE. celtisの分布域を明らかにするために, これまでの分布記録
を整理することは有意義であると思われた.
本報文において, 我々 は野外での観察を通して得られたE. cettis
の生態的知見を報告し, 同族他属の生態的特徴との関連性や本種の
寄主範囲について議論する.  さらに, 従来の分布記録に我々 が得た
産地データを追加した上で分布図を作成することにより, 本種の分
布状況の整理も行いたい.

材料と方法

対象種. Eterozemus ceuis(Fig. l) は体長6.0~6.5 mmの小型種
である. 本種は本州および九州においてその分布が確認されてお
り, 現在, 以下の産地からの記録がある: 静岡県擁原町および熊本
県人吉市, 肥後, 鹿児島県佐多町 (LEWIS, l884; 森本, 1979,1989;
杉本, 2000). 本種の記載者であるLEWIS(1884) は, 人吉の球磨川
河川数に生育するェノキCeuis smensis PERsooN大木の樹皮が剥
がれ洛ち, 木肌の露出した部分より本種が得られたことから,  エノ
キの属名cettisをその種小名として与えた.  また, 彼は辺材表面に
穿たれた小孔 (ptinusかPlat・ypusによるものと記している) を本
種の成虫が出入りするところを観察した上で, “T h is species is
formed for traversing the perforations of wood-borers, but not
the same degree of eccentricity shown in the next genus, CyPha-
gogus”と述べている. 本種の属するEterozemusには, これまでに
東洋区から15 種の存在が知られている(DAMoIsEAu, l979) が, E.
celtis以外の生態的知見は皆無である.
調査地および検視標本. l) 長崎県対馬峰町木坂,  l ex., 27. VII.

1gg6, 堤内採集・ 保管. 2) 大分県臼杵市東神野, 60 exs.,6. 111.1999, 堤内採集, 堤内' 吉武保管; 109 exs・,27・
m.1ggg, 堤内採集・ 保管. 3) 大分県緒方町傾山, 3 exs.,6. VII 2002, 堤内採集, 堤内 ' 吉武保管; 3 exs・,7・
vIl 2002, 堤内採集・ 保管; 3 exs.,13. VII 2002, 堤内採集・ 保管; 2 exs.,16. 11.2003, 関 章弘および堤内,
吉武採集, 吉武保管. 4) 鹿児島県屋久島大川林道, 2 exs.,27. Vn.1998, 松本慶一採集, 吉武保管.

l )~3) 地点では筆者らが実際に調査を行い,  4) 地点の事例に関しては採集者からその状況の教示を受けた・
また,  本種の分布状況を把握するため,  上記データに加えて LEWIS(1884) およびMORIMOTo ( l976a), 杉本
(2000) の記録を引用した.

結 果

生態. 臼杵市では, コナラQuercus serrata MuRRAY などで構成されており, やや乾燥気味の雑木林にある
かなり古いェノキの切り株より多数のE. celtts成虫が得られた.  すべてタマムシChrysochroa fulgtdiSStma
(scHoNHERR) 幼虫の坑道に沿ってかなり接近した状態で蛹室を形成していたものである(Fi9・2,3). 芯部へと
ほぼ直角に向かう約10 cmの坑道1 本にっき20ほどの蛹室が見られ, 樹皮下の食痕からはソウムシが見出さ
れなかっ た. c ftdgidissimaの坑道は材表面の古びた脱出口で終わっていたことから, 本種は明らかに使用済
みの坑道を利用していたと考えられた. なお, 翌年に再度採集地を訪れ, 同じ切り株で採集を試みたが, 材の
様子が一変しており, 1 個体も採集することができなかった.
傾山では,  カシ類の優先する明るい2 次林内(Fig 4) にある樹皮の剥落したァカメガシワ MauotuS jaPo-

mcus(THUNBERG) MUELLER(ARGovIENsIs) の立ち枯れ(Fig 5) において, かって他の材穿孔性甲虫 ( カミキリ
ムシ類か? ) が形成したと思われる古い脱出口(Fig6) より頭部を覗かせていた個体や同株に寄生しているカ
ワラタケ中に港んでいたものを採集した. その後, 2003 年2 月中旬に再び採集地を訪れ, 材からの割り出しを
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Fig 8. Distribution of Eterozemus celtis

試みたところ, 辺材と心材の中間に位置する灰掲色の部分から複数の死骸と共に成虫と幼虫を採集することが
できた(Fig7). その際, 蛹室が材表面に対して平行に形成されているのが観察された. また, E. cettisを採集
中, 本種の蛹室と隣り合ったところからヒメマルミッギリソウムシHigomus otic LEWISの成虫2 個体が得ら
れた他, 同材からはヒトオビアラケカミキ11Rhopa1oscetis unifiasciatus BLEssIGなど様々 な材 孔性甲虫が
見出されたが. それらの甲虫類の坑道とE. cettisとの関係を特定することはできなかった.
対馬での採集例は, 夏季, 雑木林に囲まれた公園に設置したライトトラップに飛来したものである.  また,
屋久島では夜間にスダジイCastanopsis cuspidata(THUNBERG) SCHOTTKY var. siebotdii (MAKINo) NAKAI立ち
枯れ上で得られたという (松本慶一, 私信).
分布. Eterozemusceltisの地理的分布をFig 8 に示す. 本研究では, 伊豆や九州本土以外にも, 従来記録の
なかった対馬および屋久島における本種の分布が初めて確認された. なお, LEWIS(1884) は, 球磨川河川效に
おいて l2 個体ほどの成虫を得た後, “__, solitary examples were obtained in various places in Higo”と
記しているが,  この記録に関しては正確な産地が一切不明なためプロットしていない.

考 察

生態. Eeterozemus celtisの記載時に, LEWIS(l884) は本種が材穿孔者に関連した生態を持つことを示唆し
ている. 今回, 多数の成虫がC ftdgidissima幼虫の食痕に沿って形成された蛹室から見出されたことによっ
て, 本種が他の甲虫類の穿孔内を産卵場所として利用することが確証された. 本種のこの習性はZIMMERMAN
(1994) がオーストラリア産ミッキ リソウムシ類の生態に認めた基本4 型:  l) 結死材穿孔性 (多くの分類群) ;
2) 生体組織穿孔性(Cytas);3) 坑道内潜入性 (Cyphagogusとその近縁属) ; 4) 好蟻性(Eremoxenini) の内の3)
に当たる.

Chrysochroa fulgidissima は寄主範囲がかなり広く , エノキの他にケヤキ Zetkoυa ser rata (THuNBERG)
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MAKIN0およびサクラ類,  カシ類などの枯木を利用する他,  モミ Abies jirma SIEBOLD et ZUCCARINIやカキ
Djospyroskaki THUNBERGなどについた記録もある (黒澤, 1985).  もし, E. celtis がC tut9idissima幼虫の
坑道を利用するのであれば, 当然これらの樹種からも本種が発見されるはずである. また, 成虫がヒョウホン
ムシ類かナガキクイムシ類の った小孔に出入りしていたという LEWIS( l884) の観察例や, 明らかにC fu1-
gidissima の寄主植物ではないアカメガシワの結木から成虫と幼虫が得られた事実は, 本種がその幼虫以外の
材芽孔者の坑道をも利用することを示唆している.  さらに, 屋久島においてスダジイの結木から成虫が得られ
たということを考慮に入れると, 本種が利用できる植物の範囲は比較的広いものと推測される.

LEWIS(l884) は「E. celtis は材穿孔者の坑道を利用するが, Cyphagogusとは (形態学的 ' 行動学的に) そ
の奇抜さの程度が異なる」と述べている. Eterozemusと同族であるCyphagogusとその近縁属の成虫はまだ実
際に活用されている坑道を利用し, 内部で遭遇したキクイムシ類やナガキクイムシ類 (少なくとも入り口を塞
ぐguardian male) を大あごを用いて強制的に排除するという(BEEsoN,1925; BROWNE,1961). 我々 の観察に
よると, E. celtisはC fulgidissimaが羽化脱出した後の古い坑道を単に利用しているだけであり, 「正当な占
有者」(BEEsoN, l925) を排して坑道を占拠するというものではなかった.  また, 上述の通り, 本種はある特定
の材穿孔者の坑道のみを選好するというわけではなく, その寄主範囲もある程度広いことが予想される.  した
がって, 本種の持つ習性は, もし両者の既知の習性が固定的なものであるならば, Cyphagogus他数属のそれと
は r住居を強奪」 するか 「空き巣を利用」 するかという点および寄主坑道に対する特異性という点において明
らかに異質であると言える. ただし, 現時点では, Cyphagogus他近緑数属がァンブロシア甲虫類の坑道に特異
的に適応した絶対的(obligate) な坑道内寄生者であると断言することはできない上, E. ceuisが随意的(facul-
tatjve) な坑道内寄生者である可能性も否定できない.  今後,  Cyphagoginiにおける形態的特殊化の程度と生
態的特殊化の程度との関連性を探るためには, 選好性実験など, E. ceuisやCyphagogus等の生態に関するさ
らに詳細な調査が望まれる.  また,  現在生活史が不明なEterozemus属の他種や大多数の属の生態情報を蓄積
して行くことが肝要であろう.
分布. 既知の分布状況から推測すると, 現在空白地となっている福岡, 長崎 (対馬を除く), 宮崎各県にもE.

ceuisが生息することはまず間連いない. また, 静岡県南部や大隅半島南部, 屋久島における分布やその寄主範
囲などを考慮に入れると, 将来的に伊豆諸島, 東海, 南紀, 土佐などの太平洋岸の温暖な地域, あるいは屋久
島以外の南西諸島からも本種が発見される可能性が高いと思われる. 本種はさらに広い分布域を持っているか
も知れず, 今後各地における調査が必要である.
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摘 要

工ノキミ ッギリ ソ ウムシEeterozemus celtis(LEWIS) の生態と分布について報告した. 大分県において, タマ
ムシchrysochroa fulgtdissima(ScHONHERR) 幼虫に食害されたェノキの切り株より多数の本種成虫が得られ
た. 各個体がc fulgidissimaの坑道に沿って形成された蛹室内から発見されたことから, 本種も同族のホソミ
ッギリソウムシ属cyphagogus PARRYやその近縁属と同様に材穿孔性甲虫に関連した生態を持つことが確認
された. しかし, 本種が利用していたのはすでにC futgidissimaが羽化脱出した後の坑道であり, 坑道形成者
を排して占拠するというcyphagogusなどの既知の習性とは明かな相違が認められた. アカメガシワMauotus
3apomcus(TllUNBERG) MUELLER(ARGovIENsIs) やスダジイCaStanOPSiSCuSpidata(THUNBERG) SCHOTTKY
var. sieb0ldii (MAKIN0) NAKAIからも採集されていることから, 本種は比較的広い寄主範囲を有し, 不特定多
数の材穿孔性昆虫の坑道を利用するものと考えられた. 本種が随意的に坑道内寄生者となり得るのかどうかさ
らなる研究が必要である.  また, 本研究において,  これまでに記録されていた静岡県南部や九州本土以外に対
馬と屋久島における本種の分布が確認された. 既知の分布状況から, 九州の未記録地だけでなく, 本州および
四国などの太平洋岸の温ll要な地域や南西諸島にも本種が分布する可能性が高いと推測した.

Summar y

The genus cyphagogus PARRY and s o m e other genera of the tribe Cyphagogini, the subfamily
cyphagogjnae possess highly modified bodies involved with the habit of 'nest Parasitism', usu「Pin9
nests of scolytjd and platypodid ambrosia beetles to acquire breeding sites. Cyphagogini iS P「eSently
composed of 6g genera. They differ in the degrees of structural modification of various body Pa「tS.
Bjo1ogy has never been cleared in the majority of the genera until now, though the morpholO9iCal
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difference strongly suggests that they differ also in ecological traits. Eter()zemus cettis (LEWIS) is one of
the cyphagogine weevils with less modified body. In Kyushu, West Japan, a large number of E. cettis
adults were obtained from the inside of an old stump of CeLtis sinensis PERsooN, which was infested by
larvae of Chrysochroa fulgidissima (ScHONHERR) (Buprestidae).  Each individual formed its pupal cell
along a used tunnel of C fulgidissima larva. Therefore, E cettis was considered to utilize, for oviposition,
larval tunnels of the buprestid with no usurpation. This habit of E. celtis differs from the known habits
of Cyphagogus and allied genera in the same tribe. Eteroze:mus celtis adults and larvae were found also
from the inside of a dead wood of Maltotus japomcus (THUNBERG) MUELLER(ARGovIENsIs), which was
heavily infested by cerambycids and other wood-borers.  Moreover, two adults were taken on a dead
wood of Casta;noPsis cusPidata (THUNBERG) SCHOTTKY var. siebotdii (MAKINo) NAKAI. This species may
feed o n a variety of plant species and deposit its eggs in tunnels made by unspecific wood-borers.
Further studies are needed to examine whether or notE cettis lives also in acti ve nests of wood-boring
Coleoptera and ejects the original owners of the nests. We also provided the geographical distribution
of E. celtis, based on previous records and specimens examined.
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Australian Weevils(Coleoptera: Curculionoidea),2. x+755 pp. CSIRO, Aust ralia.
(吉武:  九州大学; 堤内:  大分県臼杵市)

0ホソカミキリモ ドキ l:l' l電.本島の記録
ホソカミキリモドキDryopomera (s. str) yatot

yatoi (NAKANE1954) は本州, 四国, 九州, 屋久島,
奄美大島に分布している. 一方, 石垣島, 西表島,
台湾には別種ヤェヤマホソカミキリモドキD kuro-
sai が分布している.  沖縄本島においては同属の記
録がなく空白地帯であり, 著者は北部にyatoi南部
にkurosaiが分布しているのではないかと推測して
いた. 今回, 本会会員の醒木繁雄氏によって同属の
種が沖縄本島北部で採集されその標本の調査を著者
に託された. 各地の標本と比較検討したところ多少

色彩に差異があるものの外部形態は差異がなく ホソ
カ ミキリモドキと判断した. 沖縄本島初記録として
報告する.

1♀, 国頭村尾西岳, 15. IV 2002, 能木繁雄採集.
l ・  国頭村伊江林道,  15.  I V2002,  露木繁雄採

集.
常緑照葉樹林のスイー ピングで採集したとのこ
と . 今後, 雄の採集が期待される. 最後に標本を下
さり調査の機会を与えて下さった醒客木繁雄氏にお礼
を申し上げる.

(神奈川県横浜市, 秋山秀雄)
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0和歌山県有田川河口及び紀ノ川河口からのアリツ
カムシ3 種の記録
筆者は和歌山県有田川河口付近 (図 l ) 及び紀ノ
川河口において, いずれも和歌山県初記録となるァ
リッカムシ3 種を採集したのでここに記録する.

hysomen'nus pedator (SHARP) モモコブアリッ'
カ ム シ

4 f , 和歌山県有田市宮崎町有田川河口付近左
岸, 28. V 2002; 1早, 同所, 22. X 2002.
os f heca r t on sa gf en  RAFFRA Yアシペアリ ッ
カムシ

1 f 7早,  和歌山県有田市宮崎町有田川河口付
近左岸, 28. V 2002; 3c,''5 ・  同所,  22.  X2002

T n'o m ic s simplex SHARP ツヤマルムネァリッ'
カムシ (図2)

6c,・フ'7早,  和歌山県有田市宮崎町有田川河口付
近左岸, 28. V 2002; l f 9♀, 同所, 22. X 2002;
3f l0 ・  和歌山県和歌山市有本紀ノ川河口付近
左岸, 10. X 2002; 3c?''4 ・  同所,  24.  X2002
採集者はすべて河上康子, 標本は野村周平博士に
より同定され, 国立科学博物館に収蔵されている.
3 種のうち,  モモコブァリッカムシについては新井
(2002) により既知産地が纏められ, アシベアリッカ
ムシはNoMuRA( l 998) により千葉, 広島, 香川, 佐
賀, 大分, 宮崎から, 新井(2002) により神奈川の各
県から記録されている.
今回の採集環境はいずれも, 河口付近のョシ原地
表であるが,  アシベアリッカムシは干潮時にのみ現
れる干潟から, 他の2 種は満潮時の「「線と思われる
位置からやや高い場所にかけて確認された. 野村博
士によると,  3 種はいずれも河口ヨシ原付近に特異
的に生息する種であり, 最も水際の地表にァシベア
リッカムシ, 満潮でも水の来ないョシ原リタ一中に
ツヤマルムネァリッ゙カムシ,  さらに陸に近いススキ
類りタ一中にモモコブァリッ'カムシと, 高さにより
棲み分けているとのことである.
報告にあたり , 資料同定の労とご教示を頂き, 記
録の公表を勧めてi買いた野村周平博士に厚く御礼申
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図2.   ツヤマルムネァリッ' カムシ

しあげる.

引用文献

新井・-保,  2002. モモコブァリッ'カムシの採集例とその綾
息場所. 甲虫一 ユ ー ス, (138): 19 - 20.

新井, i、保,  2002. 多摩川河口付近で採集されたァシベアリ
'ゾカムシ.  神奈川虫報, (138): 64.

NoMURA, S., 1998. Records of a Brachyglutine species,
Barbieraparpal is (LOBL) (Coleoptera. Staphylinidae,
Pselaphinae) from Japan, wi th notes on i ts habi tat.
Elytra, Tokyo, 26: l29-130.

(大阪府高槻市,  河上康子)

図1.  採集環境 (有田川河口付近)

◇ 「甲虫ニュース」 原稿募集◇
日本鞘翅学会では, 甲虫一ユースの原稿を広く募
集しています. 甲虫に関するものであれば, 分布,
生態, 行動, 形態, 生理など何でもかまいません.
ワープロ等で作成される場合は,  l 行23 字にそろ
え,  FD とプリントアウトした原稿を 1 部つけて下
記宛にご投稿ください.
〒156-0053 東京都世田谷区桜3- l4- l 3
鈴木 亙宛
附図がない場合にはE-mai l で, 原稿を添付ファイ
ル (一太郎かワード) として送って頂いてもかまい
ません. elater@sp.catv.ne.jp
多くの方々 からの原稿をお待ちしています.
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0北海道胆振管内からミヤマクワガタ f基本型を記
録
黒澤 (1985), 岡島・ 山口(1988) は, 北海道におけ
るミヤマクワガタ Lucanus macutifiemoratus MoT-
scHuLsKYd'' 基本型の分布を南端部のみとしている
が, 筆者は南端部よりはるかに北方に位置する胆振
管内から同種基本型を2 例記録しているので報告
する.

第 l41 号 (2003 年3 月 )

1.  lc,''' (基本型), 北海道虻田郡洞爺村川東 (国土
地理院標準地域メ ッシュ No 6340-76-79), 29.
VI 2002 (写真1).

2.  10,' (基本型), 北海道苫小牧市樽前 (6341-73-
37), 2. VIII 2002 (写真2).

2 例とも灯火に飛来していた個体を採集していた
ものであるが, いずれも大腥の第一内歯が長い点が
北海道ではc,'''のf合どを占めるェソ ミヤマ型と異なっ
ている. 特に2 例目の苫小牧市産の個体はより大型
であるため,  この特徴が顕著になっている.
なお, 2 例目の l(,?は, 同年10月 8 目に斃死する
までの間, 筆者が飼育していた.

参考文献

黒浮一良彦, 1985. 原色日本甲虫図鑑 (II): 329-330. 保fl社.
水沼哲郎・ 永井信二,  1994. t量界のクワ力 タムシ大図鑑:

214-215. むし社.
岡島秀治・ 山L]  進,  1988. クワガタムシ:  71-74. 保育

社.
吉田賢治, 1996.  カラー図鑑 クワガタムシ・ 力プトム

シ: 60-62,90. 成美望出版.
(北海道室蘭市,  山川雄大)

0エゾヒメゲンゴロウの水中での行動
森・ 北山( l993) はハイイロゲンゴロウEretes

sticticus (LINNt) が水中で前翅を開く習性があるこ
とを報告しているが, それ以外のゲンゴロウ類では
これと同様な習性を持つ種類があるという報告はな
かった.
筆者は,  2002 年9 月22 日15 時20分頃,  北海
道勇払郡種別町長和の穂別川の川原にできた水溜ま
りで, エソ' ヒ メゲンゴロウ Rhantus yessoensis
(SHARP) lexが, 水底の石にしがみつきながら約10
秒間, 体を震わせ水中で前翅を開く動作を観察する
ことができたので報告する. なお,  この個体は行動
を観察していた筆者の気配に気づいてか, その後,
前翅を閉じて静止した.
エソ ヒメケ' ンゴロウが接息していた水溜まりは穂
別川の分流が渇水で取り残されることで形成され,
礫で構成された川原 (河川Bb域) の一角にポッン
と存在する形となっており, 水温は13.8℃ (同日
l5 時35 分) とかなり低かった.

参考文献

森 正人・ 北山 昭, 1993. 図説・ 日本のゲンコ' ロウ: 128-
129. 文一総合出版.

(北海道室蘭市,  山川雄大)
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渡嘉敷島および伊平屋島に産するStenocladius属の知見 (予報)

佐藤文保・ 川島逸郎

Preliminary report of the genus Stenocladius (Coleoptera, Lampyridae) f rom
Tokashiki-j ima Is and Iheya-jima Is.,Okinawa Isis., Southwest Japan

Fu miyasu SAT0 and Itsuro KAWASHIMA

日本に産するフサヒケ' ポタル属Genus Stenocladius は, 奄美諸島以南の琉球列島から少なく とも4 種以上
が確認されているが (大場・ 後藤・ 川島, 1996; KAwAsHIMA, l999), 小さな島l興を中心として, 分類学的な
処置については今後更なる詳細な調査・ 検討を要する個体群が存在する (大場・ 後藤・ 川島, 1996b). この属
は, 現時点ではミナミポタル属GenusDritasterとともにミナミポタル亜科Subfamily Ototretinae中の一群
とされているが, 幼虫期に加えて, 成虫の外部形態においても大きな格差が認められる. 特に日本産の種にお
いて初めて確認されたように (大場・ 後藤・ 川島,  1997), 本属の雌成虫はほぼ完全な幼虫形を呈することで
決定的に異なっている. ちなみに, 八重山諸島に分布するオオメポタル科Family Rhagophthalmidaeイリオ
モテポタルRhagophthalmusohbat WITTMER, l994 の雌成虫もやはり幼虫形であるが, 触角節数の增加や, 不
完全な力'らも複限を形成すること, 脚は附爪節でなく完全な附節および2 本の爪をそなえることで, 本属の難
成虫に比べればはるかに “成虫的” である (大場・ 後藤・ 川島, l996a). 近年飛躍的に発達した分子系統学的
解析結果においても, 本属とミナミポタル属は, 同一のクラス タ一を形成しないことが明らかにされている
(SUZUKI, 1997). ?'・回の報告では, 分類学的な処置が確定するに至っていない個体群のなかでも, 比較的情報が
多く集t,'iされた, 渡嘉般島および伊平屋島に各々 分布する個体群について報告する. なお, 和名については“フ
サヒケポタル” とされることが多いが, 生時の雄成虫を見る限り, “房”状とするには適当でないので, 近い将
来に投稿を予定している日本産ホタル類のチェックリスト上 (川島逸郎・ 鈴木浩文・ 佐藤正考:作成による) に
おいて, 簡略化して単に ' ヒゲ” ポタルと改称する予定であることを付記しておく.

生息環境

波嘉數島: 大谷林道および渡嘉敷川源流から上流にかけて中心に調査を行った. 大谷林道においては主とし
てリュウキュウマツ林の林床, 渡嘉数川では主としてオキナワジイ林の林床で, 下草に雄成虫が静止している
のが確認された. 植生の詳細については今回記載を省E各して後に譲りたい. なお, 同じ慶良間諸島に属する座
間味島においても同様の植生がみられるが,  l996 年に筆者の一人川島が調査に赴いた折りには,  乾操が顕著
で幼虫さえも発見できなかった. ただし, その他の近隣の島々 とともに本属の個体群が生息する可能性は大き
いので, 今後追加調査を実施する予定である.  ここでは, 渡嘉敷川源流において雄成虫が発見された環境写真
の1 例を示す (Fig. 1).
伊平屋島: 島のほぼ中央, 西海岸寄りにある腰岳 ( こしだけ) を中心として調査を行った. 腰岳林道におい
ては, 比較的' \定した森林のギャップおよび山道脇の下草に静止する雄成虫が多数確認された.  植生の詳細に
ついてはA・同記,i  しないが , 標高の高い場所では主にオキナワジイ林 , 山範ではリュウキュウマツ林に多く
いずれも林床にあまり下草が発達しない開放的な環境に多い.  1;空の開けたキャップ, 林縁部でも多く発見さ
れる. 同様の環境は島のほぼ全域に存在するので, 樹林域では普通的に分布する可能性が大きい. 腰岳におい
て雄成虫が多く発見された環境写真の1 例を示す(Fig 2).

幼虫期の形態および色彩斑較

渡嘉效島および伊平屋島に分布する各々の個体群においては, 幼虫期における外部形態は,  これまでに詳し
く調査されている冲1範島に分布するタテオビフサヒケ'ポタルS azumai NAKANE, l981 および八重山諸島石垣
島・ 西表島に分布するキペリフサヒケポタルS. shirakii NAKANE, 1981 (大場・ 後藤・ 川島, 1996b) とほと
んど差異がなく , 形態上での明確な区別は不可能である. ただし, 上記の報文で記載されたように, ｣a部・  
部背板の斑紋パターンは種 ( または個体群) ごとに固有で, 差異は非常に明瞭であるために, それぞれ互いに
区別することが容易に可能である。 以下に的部および, それ以降連続する腹部背板の色彩斑紋パターンを記載
する.
渡嘉要文島産個体群: 地色は鮮やかな赤色で, 若齢では淡い種色. 黒色斑は, 前胸背板ではほとんど消失する
が, 中的以降の各背板前緑に沿って発達する. その幅は両側方へ向かうに従い幅広くなり, 中央でもっとも狭
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Fig. 1. Micro-habitat of Stenoctadlus sp. in Tokashiki-j ima Is., Kerama group
Fig 2. Micro-habi tat of Stenoctadius sp. in Iheya- jima Is.

Fig 3. Larva of Stenoc tadius sp from Tokash iki-j ima ls., Kerama group
Fig 4. Lar、・a of Stenocladius sp from Iheya-jima Is.

まるが, 黒色斑が左右側方に大きく分離する沖縄島産のタテオビフサヒケ' ポタルとは異なり, 中央で接するま
で延長するか,  もしくはかすかに分離するにすぎない (Fig 3).
伊平屋島産個体群: 地色は鮮やかな赤色で, 若齢では淡い種色. 黒色斑は, 前胸では両後角にのみ残存する.
中胸以降では両前角に生じ, いずれも内側へ向かうに従い狭まる. 後緑はすべての節の背板において黒色斑で
縁どられ, 外側へ向かうに従いその幅は拡がり, 個体によっては前角の黒色斑と左右緑部で がる (Fig 4).

雄成虫の形態および色彩斑被

今回この報文において記載する成虫はいずれも雄のみで, いずれの個体群もまだ雌成虫の研究材料は得られ
ておらず, その外部形態は判明していない. しかし, 野外で発見されるのは雄個体のみに限られることから考
えると, これまで他種で詳しく調査され判明しているように (大場・ 後藤・ 川島, l997), ほぼ完全な幼虫形で
あり, 洛葉下や土壊の間隙に港んでいるために, 容易に発見できないことはまず間連いないと考えられる.  こ
の点に関しては, 今後継続して調査を行う予定であるので, 結果については後に譲りたい.  ここでは雄個体の

- l 0 -
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Figs 5-6. Adult male of Stenoctadius sp from Tokashiki-jima Is., Kerama group
Figs 7-8. Adu lt male of Stenocladlus sp from lheya-jima Is.

ごく大まかな外形や色彩について, 以Fに簡潔に記載しておく にとどめておく.
渡嘉敷島産個体群: 体形および色彩は沖縄島産タテオビフサヒゲポタルにもっともよく類似する. 触角にお
ける分枝の相対長は,  タテオビフサヒケポタルおよび八重山産キベリフサヒゲポタルとほぼ同じで, 明確な区
別はできない. 触角はほぼ黒色. 脚は腿節が幾分掲色味をおびるが, それ以外はほぼ全体が濃掲色. 頭蓋は濃
掲色. 前的背板は黄掲色. 上翅は濃i5色で, 会合緑を含めた周緑は黄掲色味をおび, 小糖板周辺も広く黄掲色
をおびることが多い. 小桶板は濃掲色
伊平屋島産個体群: 体形および色彩は沖縄島産タテオビフサヒケポタルにもっともよく類似する. 触角にお
ける分枝の相対長は,  タテオビフサヒケ'ポタルおよび八重山産キベリフサヒケ'ポタルとほほ同じで, 明確な区
別はできない. 触角はほぼ黒色. 脚は腿節が幾分掲色味をおびるが, それ以外はほほ全体が濃掲色. 頭蓋は濃
掲色. 前胸背板は黄掲色で, 個体によっては前緑が掲色味をおびる. 上翅は濃掲色で, 会合緑を含めた周緑は
広く黄掲色をおひ る. 小隔板は濃掲色.

分類学的な処置について

現在, 成虫期および幼虫期において, 乾燥および液1最標本といった研究材料を集積中であるために,  この時
点での分類学的な処置を行うことは控えるが, できる限り早期に, 十分な材料を番横してt真重に検討を行いた
いと考えている. 本属の雄成虫は柔軟なホタル科の中でもとりわけ外皮のスクレロチン化が脆弱で, 色彩の個
体変異も非常に大きい. 八重山に分布するキベリフサヒゲポタルでは, 体全体が完全に黄色の個体から, 上翅
がほぼ完 'i-に黒色となる個体まで出現し, なおかつ黄色味の強い個体であっても, 短時間の間に黒色味を増す
ことが確認されている. 逆に, 乾燥標本では年を経るごとの樋色が早く,  もちろん保存状態にも左右されるも
のの, 黒色の個体であっても比較的短期間のうちに黄色化が進行してしまう. 雄交f l器も非常に小形で, 乾燥
による変形がきわめて著しいうえに, 形態に関してもかなりの個体変異が認められる. 今回取り上げた2 個体
群においても, 雄成虫の色彩のみをみると非常に沖縄島産のものに類似する一方で, 幼虫の斑紋パターンにお
いてはかなり明確な差異が認められる. そのような現象を踏まえて, 今後の仕事として然るべき, 衆目にもよ
り納得され得る最適な処置および記1破を行う予定でいる. なお, 分子系統学的な解析については, 現在, 鈴木
浩文博士によって検討中でもあることから, 分子情報をも踏まえた結果を公表できると予想している.
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0ホソヒメクロコメツキの長野 からの記録
ホソヒメクロコメツキAmpedus otobeiは, 三重
県宮川村父ヶ谷において採集された l f 1 ・♀を基に
KIsHIl (l986) によって記載された体長6 mm内外
の黒色をした種である. 少ない種のようで原記載以
降, 本種の採集された記録はない. 筆者は新産地で
ある長野県において採集された本種を検したのでこ
こに報告しておく.

10,', 長野県木曽郡王滝村御嶽山, 26. VI. 1981, 湯
沢宣久採集.
末筆ながら貴重な標本を恵与された名古屋市の湯
沢宣久氏にお礼申し上げる.

引用文献

KlsHn, T, 1999. A check-list of the fami ly Elateridae
from Japan (Coleoptera). Buu. Heian Hig11 Schoot,
Kyoto, (42): 1- 144.

(大阪市住吉区,  有本久之)

0東京都におけるスナサビキコ リの採集例
スナサビキコリ Men'sthus m'ponensts LEWIS,

l894 は, 本州, 四国, 九州の海浜に広く分布する種
としてよく知られているが, 関東地方における記録
は極めて少ない. 筆者は, 東京都の埋め立て地で採
集された本種の個体を検することができたので,  こ
こに記録しておきたい.

1 ex.,東京都江戸川区葛西臨海公園, 30.VII 2002,
川田一之採集.
採集された場所が埋め立てられた場所であること
から, 持ち込まれた砂や植物とともに入ったのか,
理め立て後に周りから入ったものなのかわからない
が,  この記録により, 千葉県や神奈川県の海浜地域

にも生息している可能性がでてきた. また, 本種は
これまでに伊豆諸島からの報告はないが, 大島や神
津島など本州に隣接している島には生息している可
能性も高い.  これらの地域を調査をされる際には注
意していただきたい.
短報を書くに当たり, 標本をご恵与くださった川
崎市の川田一之氏にお礼申し上げる.

(東京都世田谷区, 鈴木 亙)

0静岡 初記録の甲虫類2 種
天城山系にて静岡県初記録の甲虫類を採集したの
で報告する.

1. ヒラテナガクチキStolius diυersipes(PIc)
3 頭, 静岡県中伊豆町違笠山, 29. IV 2002;1 頭,
静岡県中伊豆町四辻, 12. V 2002;1 頭, 静岡県中伊
豆町速笠山,  l2. X 2002; l 頭,  静岡県中伊豆町四
辻,  12. X 2002. 全て筆者採集.
林内の密生した枯れ枝や枯れづるから採集した.
近似種ヨツポシキバネナガクチキ Stotiusυagepic-
tus LEWISのように上翅の斑紋が明瞭な個体も含む
が,  c,,'の前脚 節のへら状の拡がりが顕著であるこ
とから本種と判断した.

2. ル リ ナ ガ ク チ キ Mefand a s加moyamat
HAYASHI

l 頭,  静岡県中伊豆町違笠山, 2. VI 2002, 筆者
採集.

l6 : 00頃, 林内の広葉樹立ち枯れ上を徘徊して
いた.
いずれの採集地もァセビ,  リョウブ,  タンナサワ
フタギの多い自然林である.

( 東京都足立区, 木元達之助)
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イリオモテマドポタルという種について・ 追記

川  島 逸 郎

No. l 41 (Mar 2003)

筆者は, 前報 (川島, 2002) で日本産ホタル科における疑間種のひとつ, 八重山諸島西表島から記載された
ィリォモテマドボタルのホロタイプにおける,  ラベルを含む写真および簡単な外部形態と, それにまつわる情
報を提示し, 諸情報の提供を期待した.
それが活字となって印刷されしばらくの後, 福井県の長田 勝氏がお手紙を寄せてくださり,  ラベルの採集
者“K. Yasuda”というのは, 同氏が琉球大学研究生であった頃からのご学友であり, 現在は沖縄県農業試験場
に勤務されている安田慶次氏ではないだろうか,  との旨ご教示を頂いた. さらに安田氏にわざわざご連絡を取
られて,  ご本人から「あのホタルを採集したのは自分に間違いないと思う」と証言を得て下さった. 安田氏か
らも沖縄から著者あてに神奈川県の拙宅までお電話をいただいたが, 丁度折悪しく筆者が久米島を含む沖縄諸
島 ( l ) へ調査に出かけていて, 直接お話を伺うことができなかった. 加えて恐縮なことには, 久米島在住の
佐藤文保氏にも電話連絡を入れて頂いており, ご本人の証言は, まずは久米島に到着直後に, 佐藤氏からの伝
一として聞く事ができた. さらに佐藤氏は年末年始も沖縄を廻られて, 自ら聞き取り調査の役を担って頂いた・
の内容の詳細を, 安田氏の証言を中心に, 著者を含めその他の方々の所見も交えつつ追記として以下に記述
しておく .
採集者: 安田慶次・ じゅんこ (漢字表記不明)
環境: 二次林のマント群落で, 当時は現在のような森林環境ではなく,  もっと開けた環境であったと記憶し
ている.
目的: 琉球大学病理昆虫クラブによる琉大祭出展のため, 西表島の自然林と二次林の昆虫相の相違を比較し
ようと試みた.
採集および調査法: ネットによるスウィーピングによるもの. 戦後米軍によって実施されていた調査を参考

に, 西表島の白浜を調査地として選定し, 自然林・ 二次林・ 畑地に分け, 各々 5 mX5 mのコドラートを設定,
各区について上記の方法で昆虫を採集した. 当時はより大型で, 種名を同定しやすいと考えられるもののみを
対象としたために,  小型の昆虫の標本に関してはよく記憶していないが,  ホタルのl fが含まれていたことは
覚えている. 当該標本(後年イリオモテマドポタルのホロタイプとなったもの) はラベルの通りで間違いない
と確信している.
ラベルについて: 標本は, 当時琉球大学資料館 (風樹館) におられた金城政勝氏の勧めですべてにラベルを
付けた. 川島(2002) で言及された, 33”と書かれた不正形の紙片は, 地点名を示している. この場合 (イリオ
モテマドボタルのホロタイプ) は, 白浜 (現在のl日道・ 現在の白浜トンネルの山側) を指す. 因みに, ”は二次
林, ‘は自然林, “”は草原 (もしくは畑地) のことである. よって, 33”というのは西表島白浜(現在の旧道)
の二次林を指すことを意味する. 長田氏の指摘によれば, ラベルは筆者の予測どおり (川島, 2002) で, かっ
て琉球大学昆虫学教室では一括して, 志賀昆虫普及社で販売されていたラベル印刷器を使用して作成していた
との由である. 筆者の知識では,  この印刷器はインクの出具合や扱いの加減が比較的難しく, 鮮明' 整然と印
刷することができるようになるまでには, 慣れを必要としたことでよく知られているものである・
標本のその後の管理について: 標本は一括して琉球大学資料館に保管されていると考えていた. ましてや,
故中根猛彦博士のもとに渡り, 新種として記載されているとは, 今回の状況にいたるまで全く知らなかった・
管理保管場所および, 如何なる経緯で当該標本が中根博士のもとに渡ったかに関しては不明な点が多いが,
筆者自身が昨年末に, 現在風樹館に勤務されている佐々木健志氏からお伺いしたところでは, 「イリオモテマド
ポタルのホロタイプとなった標本は, 風樹館に保管されていたものではないと恩う」 といったお話であった・
その後, 佐藤氏も佐々木氏との談話のなかで同様の帰結となったそうで, 風樹館の保管でなく, 東 清=教授

認
i保管されていたものの可能性力大きいということである. ただし, 東教 は 「イ リオモテマ ドポル」゙ｾ  の
認識はなかったと思われるとのしとであった.  因みに佐藤氏がl999 年に風樹館所蔵の両生爬虫類および昆虫
標本の整理登録作業を担当した時, 昆虫標本の保存状態はかなり悪かったとのことで, かっての標本は, デー
タも含めて混乱してきた可能性は非常に高いことも念頭に置く必要が大きい旨を語られた・
以上のように今回, 幸いにも多くの情報を得るに至ったが, その実在の証明という, 当面の最大の問題が解
決したわけではない. ィリオモテマドポタルという種は, 本当に八重山諸島西表島に存在する, あるいはかっ
ては存在していたのだろうか?  今回ご助力を頂いたお一人, 佐藤文保氏も長年にわたり昆虫' 両生爬虫類を
中心に, 琉球列島の生物相を一貫継続して深く研究されているが, 「今までに該当するホタルにまったく出会つ

KAwAsHIMA 1., An addjtjonal notes on the lampyrid species, “PyrocOetia inOmOtenSiS NAKANE, l985” (ColeOPte「a
Lampyridae; Lampyrinae).
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ていないし, 夏に出現するのであればなおの事, 多くの昆虫採集者・ 研究者が訪れる八重山で, 目立ちやすい
ホタルの種が採集されていないことに疑問を感じる」 というコメントを寄せてくださった. 問題解決に至らな
かったとはいえ, 多くの新しい情報が集まったというこの度の状況は, 非常に幸福な事例といえよう. 将来長
きにわたって, 更に多くの綿密な調査が必要となるが, 今後とも様々 な情報を頂くことができればという期待
を胸に結びとしたい.
最後に, 本報文を作成するにあたって, 多くのご援助をくださった以下の方々 に, 記して深くお礼を申し上
げる. 長田 勝氏(福井市自然史博物館) ・ 安田慶次氏(沖縄県農業試験場病虫部害虫研究室) ・ 佐藤文保氏(久
米島町立久米島ホタル館館長) ・ 佐々 木健志氏 (琉球大学資料館「風樹館」).

引用文献

川島逸郎, 2002. イ リオモテマ ドポタルという種について.  甲虫ニュース. ( l39): 7-9
(神奈川県横須賀市)

0フ トヒゲカミキリモドキの採集例
Hyper,opsetaphus ikedai フトヒゲカミキリモド
キはMlzoTA (1999) により新属新種として記載さ
れた,  体長 10.6~ l t.6 mm と本邦産ヵミキリモド
キ類の中では中型の種である.  また, 和名の由来と
もなっている小顎 の形態は, 一見似通った種が多
い中で他種との識別を容易にしている. 本種のホロ
タイプは八重山諸島の黒島で得られたオス個体であ
り, 他に西表島と台湾南端の鵝整鼻岬のものがそれ
ぞれタイプに指定されている.
原記載には生態面の知見として, 3 月~4 月の頃
夜間の明かりに飛来したことが記されており, また
溝田(1998) が「未記載種2」 として図示した種も本
種のようで,  ここでは「沿海性で, 夜間灯火に飛来
する」 と記されている.
筆者は八重山諸島へ甲虫類の採集に幾度か訪れて
いるが, その際に石垣島で本種を採集している. 記

図.   石垣島で得られたフトヒケ'カミキリモドキ

ー l 4

載されて間もないことから, 生態的なことなど様々
な点で不明な部分が多いものと思われるので,  この
時の採集状況と共に報告しておく .
筆者が本種を採集したのは米原地区の海岸であ
る. 夜間, 海岸沿いに密生するァダンの茂みでゴミ
ムシ類を採集していたところ, アダンの茎上を徘徊
するたくさんのカミキリモドキが目についた. 捕ま
えた個体を間近で見たところ,  この虫の太く広がり
を持つ小顎髭により, それまで採集したことのない
種であることはすく に判った. 数頭を捕獲し, 良く
見るとァダンの中でも枯れた茎の部分に, 特に集
まっている事がわかった. 同じ場所にゴミムシダマ
シ類なども見られたことから, あるいは菌類等に誘
引されていた可能性もあるが, キノコのようなもの
は特に目にっかなかった.
翌日,  日中の明るい状態でァダンの茂みを見たと
ころ, 火災によりこの場所のアダンはほとんどが結
れており, 夜間見られたような状況の結れ茎もたく
さんあることが確認できた.  しかしながら, 昼間は
本種の姿を全く確認できなかった.  もしも火災によ
る特異な状況下で個体数が多く発生したのであった
とすると, 本来は採集しにくいものなのかもしれな
いが, その後同様の採集を行なっていないのでわか
らない. 採集データは以下のとおりである.

4 頭, 29. IV.1999, 沖縄県石垣島米原, 筆者採集,
保管 (図).
末筆ながら, 採集に同行頂き, また原記載を確認
するために御尽力頂いた埼玉県日高市の新井志保氏
に厚く御礼申しあげる.

引用文献

満田浩二,  1998. かくれた人気甲虫Part 2 ( カミキリモド

キ). 昆虫と自然, 33(11):2-6.
MlzoTA, K., l999. A new genus and species of Asc lerini

(Coleoptera: 0edemer idae) from the Yaeyama is-
lands (Japan) and Taiwan. Coleopts Bull. USA,53:
287 - 292.

(埼玉県嵐山町,  量田浩=)
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0訂正 「西表島におけるメダカハネカクシ2 種の
採集記録」
渡辺・ 江本(2002), 甲虫ニュース, (138): 21-22.
に次のような誤りがあったので訂正する.

(誤) Stenus (Stenus) piliferus MOTscHULSKY
( 正) StenuslH entislPilifierus MOTScHtJLsKY

(神奈川県藤沢市, 渡辺 崇)
(東京都豊島区, 江本健一)

0ナガコケシジョ ウカイモ ドキの と思われるもの
ナガコケシジョウカイモドキ Celsus e1ongatus

NAKANEは中根猛彦博士により島根県隠岐西の島
の早の標本で記載されたもので, バラタイプの奈良
県春日, 富山県Arimine, 福島県南会津産のものも
である. その後の本種の記録は募聞にして知らな

い.
筆者は と思われる標本を持っているので, ♀と
共に報告する.

l f , 群馬県上野村楢原ブドウ沢,  14. V 2002, 八
坂 允.

l♀, 山梨県奥多摩後山川, 3. V. l982, 題木繁雄.
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Coteoptero1ogica. (29/32 ): 125-130.
(神奈川県小田原市, 平野幸彦)

0アヤオビハナノ ミの灯火への飛来例
日本近隣のハナノミ科甲虫のうち,  ヒメハナノミ
族のものはオオメ ヒメハナノミやシズオカヒメハナ
ノミを筆頭にしばしば灯火に飛来する一方, ハナノ
ミ族のものはクリイロヒケ'ハナノミを除けば灯火で
の採集例はほとんどなく ,  とくにオビハナノミ属の
種についてはまったく聞いたことがない.  しかし筆
者らの1 人, 岸田はオビハナノミ属の大型種, アヤ
オビハナノミGhpa (Macroghpa)oh s加i (CHOJ0)
を次のように灯火で採集しているので報告する. 岸
田自身は長年にわたり灯火採集を行ってきている
が, 本属の種を灯火で得たのは今回が初めてであ
る.

2雌,  長崎県対馬上県町山田山,  10. Vm 2002,
岸田採集・ 高桑保管.
夜 9 時半時l:i i に白布上に姿を見出したと記憶し
ている.

(宝仙学園, 岸田泰則 )
(神奈川県立生命の ・ 地球t専物館, 高桑正敏)

の触角は通常の糸状であるが, は触角が顕著
な櫛状になっている. 体型がやや細身のほかは特に
違いはないようである.
両者は別々 の場所で採集されているので, 必ずし
も同種の雌雄とは限らない. 今後, 交尾したものを
採集するとか, 同じ所で複数の早個体が得られた
という情報を期待したい.
末筆ではあるが, 標本を頂いた八坂 允, 整木繁
雄氏に厚く御礼申し上げる.

参考文献

NAKANE, T., l 981. New or littel-known coleoptera from
Japan and i ts adjacent regions. XXII I. Fragmenta

0チビジ ョ ウカイ亜科甲虫類数種の分布記録
チビジョウカイ亜科に属する甲虫類は,  ジョウカ
イポン科の中でも小形のものが多く ,  目に留まる機
会の比較的少ないグループのようである. そのため
か, 分布に関する記録も少ないと思われる. 者は
記録が少ないか,  これまで見られなかった地域で採
集された下記3 種の標本を検しているので記録し
ておきたい.

1. フ タイロチ ビジョウカイ Malth ine11us bico1or
K IESENWETTER
これまで本州, 1し州および韓国から知られていた
が, 以下の標本を検することが出来た.

l♀, 番川県大川山, 29. VII 2001, 藤本博文採
集; 5c,''', 愛媛県小田町小田深山,  l 4. VII i 998, 松
本更樹郎採集; l f , 同所,  15. VII i998, 松本更樹
郎採集.

2.  キァ シツマキジ ョウカイ Malthinus humera-
hS K IESENWETTER
本種は本州および1L州から記録されていたが, 以
下の標本を検することが出来た.

2♀, 香川県大川山, 28. V. l994, 渡辺昭彦採集;
l f , 同所, 6. VII 2002, 藤本博文採集; 2♀, 同所,
14. VII 2002, 藤本博文採集; 3。,'''2♀, 愛媛県面河村
面河渓, l9. VII i995, 筆者採集; 3 f2 ・  同所 ,20
VII i995, 筆者採集; 1♀, 徳島県高越山,  10. VIl.
1994, 渡辺昭彦採集.

3. クロスジッマキジョウカイ Malth加us muco-
「eus K IESENWETTER
これまで本州, 四国, 九州, 対馬, 五島列島など
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から知られ, 九州では比較的普通にみられるが, そ
の他の地域では記録が少ないようである.

1 f l早, 香川県仁尾町詫間越,  28. IV 2001, 藤本
博文採集; 2 f , 香川県多度津町佐柳島, 4. V 2000,
藤本博文採集; 2 f , 香川県琴平山,  7. V 2000, 藤
本博文採集; 1 ・  香川県丸亀市本島町泊 ,6.  V
2002, 藤本博文採集; 10'', 長崎県壱岐島勝本町, 24.
IV. l999, 徐環李採集.
末筆ながら, 標本の検討と発表を許された倉数市
立自然史博物館の奥島雄一博士, 貴重な標本をご恵
与いただいた久留米市の徐環李博士, 丸亀市の藤本
博文氏ならびに大阪市立自然史博物館の松本更樹郎
氏に厚くお礼申し上げる.

(九州大学, 高橋直樹)

0群馬県のアキタクロナガオサムシ
アキタクロナカオサムシApotomopterus porrect-

icouisporrecticouis (BATES) は秋田県から山口県ま
での主に日本海側の地域に多く分布する種で, 関東
地方では栃木県の平野部が数少ない産地のひとっと
して知られている. 隣接する群馬県においては, 栃
木県の足利市や田沼町に接した桐生市のみから記録
があり, 筆者らはこれまで同市梅田町, 川内町で採
集している.  このほどさらに南下して渡良瀬川を越
えた八王子丘陵において本種を確認することができ
たので報告する.  この丘陵は渡良瀬川右岸に位置す
る独立丘陵であるが, 約5 万年前は渡良瀬川の流路
が異なり足尾山地とつながっていたと見られてい
る. トウホククロナガオサムシ, 大形のベーツナガ
ゴミムシ (或いは近似の別種) など足尾山地南部に
生息する歩行虫が飛び地的に分布しており, 本種の
発見も予想はされていたが今まで未確認であった.
従来栃木県内においても渡良瀬川右岸での記録はな
かったと思われる.

Io''3♀♀,群馬県桐生市広沢町 (八王子丘陵), 27.
11. 2002; 2 2♀♀, 同地, 2. 111. 2002; lc,フ'39Q, 同
地, 9. m 2002, 金子採集; 2 4早早, 同地, 2. m.
2002,堀口 徹採集; 2 2 ,同地, 9.  m 2002,
須田採集; l ・  同地 ,9.  111 .2002,  八坂 允採集.
末文ながらともに調査をされ,  データを提供して
くださった堀口 徹, 八坂 允の両氏, いろいろと
ご教示頂いた足利市の大川秀雄氏に厚くお礼申しあ
げる_

参考文献

照沢良彦,  1988. アキタクロナガオサムシをめぐって. 甲
虫ニュース, (81): 1-3.

辞馬県林務部, 1990. 群馬県の資重な自然, 動物alii: 174-
l 75.

(群馬県伊勢崎市, 須田 事)
( 群馬県渋川市, 金子順一郎)
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0北海道におけるェノキコメツキダマシの記録
エ ノ キ コ メ ッ キ ダマ シ ysc ﾍaMa f加s amph-

couis (FLEuTIAux, 1922) は l907 年7 月に東京で
GALLoIsによって採集された多数の標本およびシン
ガポ ールで得られた1 個体の標本に基づいて命名
記載された種である. 本種の国内での分布は,  これ
までに本州, 四国, 九州が知られていたが, 北海道
からの記録はなかった. 筆者は, 北海道で採集され
た個体を検する機会を得たのでここに記録しておき
たい.
本種の属名は, これまでGa11oisiusが用いられて
きたが, MuoNA(1993:49) の研究によって, Gauo-
iszus属は yschafacht加s属のシノニムであること
が判明し, 上記のように改められたので,  ここでは
その処理にしたがった.

1 ex., 北海道陸別町小利別, 22. VII 2002, i落木繁
雄採集.
短報を書くにあたり, 標本をご提供いただいた神
奈川県の露木繁雄氏に感謝したい.

参考文献

FLEUTIA'Ux, E., 1923. Les Melasidae du Japon (Col6opt・
cres). Ann is. Soc. ent. Fr.. 91: 291-328.

Muo.NA, J., l 993. Revision of the phylogeny, classi fic・
ation and biology of the fami ly Eucnemidae(Coleo.
ptera). Ent. scand Suppl 44: 1- l33,279 gs.

(東京都世田谷区,  鈴木 亙)

0ムネァカツヤキマダラコメツキのレク トタイプ標
本粉失か?
ムネァカッヤキマダラコメ ッキ Gamepenthes

antennatus (MlwA,1934) は, 台湾のKwarenk0で
採集された個体数不明の個体に基づいてソヤハダコ
メッキ属Athousの種として最初記載されたもので
ある. 筆者は, 1986 年に台湾省農業試験所を訪ね,
3個体のシンタイプ標本を調査し, 本種がGame-
penthesキマダラコメッキ属に所属するものである
ことを確認し, 台湾のガタログをまとめた際に,  こ
のうちの 個体をレクトタイプに指定した (SUZUKI,
l 999). そして, 2000年の3 月, 台湾省農業試験所
を訪ね, 用意したレクトタイプのラベルを付けよう
としたところ,  レク トタイプに指定した標本だけが
標本箱から紛失していることが明らかになった.
真っ先に, 1999 年9 月21 日の台湾中部大地震
のことが頭に浮かんだが, 周博士によれば標本には
それほど大きな影響はなかったということであっ
た. 標本がたとえ落ちてもラベルまで紛失すること
は考えにくいため,  この間にコメッキムシの標本を
調査した方についてもお聞きしたが,  まったく心当
たりがないということであった. 念のためコメツキ
ムシのコレクション全体を再調査したが, 残念なが
ら発見することはできなかった. すみやかにこの標
本の所在が明らかになることを望みたい.

- l 6 -
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この小文を書く に当たり, 台湾省農業試験所の標
本を調査する機会を与えてくださった, 同試験所の
周博士に厚くお礼申し上げる.

参考文献

sし,zUKl, W., 1999. Catalogue of the fami ly Elateridae
(coleoptera) of Taiwan. Misc. Rep. Hiωa Mus nat.
Hist. (38): 1-348.

(東京都世田谷区,  鈴木 亙 )

◇2002 年度採集例会報告◇
2002 年度の日本鞘翅学会の採集例会は7 月27
日から28 日にかけて, 昨年と同じ山梨県の 凰二

山のふもとの御座石鉱泉において行われた. l998
年, l999年, 2000年の和佐又山, 昨年の御座石鉱
泉と 5 年続けて日本甲虫学会との合同開催である.
参加者は両方合わせて14 名であり,  こじんまりし
た集いであった. 今年は桜が3 月中旬にn美いたよう
に, すべてが早い年であったせいか花のつきが悪
く, かつ乾燥していて御座石鉱泉付近では, 昨年よ

f

開

-r
f

、。

g

9

上

本

t

日

野

大 ;;t1- 内 不

ォ、
藤 村

準成 l

t ,,
-

タ食後の懇親会で親睦を深めた後, 小屋の屋上で
ナイ ターを行い, ナイター組みと想親会継続組と二
手に分かれた. ナイターでは生まれて初めてセスジ
ムシを採集することができた. ハネカクシ類の飛来
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は多かったが, カミキリ類はたいしたものが来な
かっ た.
翌日は甲虫学会の有志 (勇士) が風凰小屋まで上
がったようであるが, 青木鉱泉方面に車で出かけ
た. 青木鉱泉周辺はノリウッギ,  リョウブが咲き,
沢の石の下には,  ゴミムシ類がそこそこみられた.
田尾美野留氏はヒメヨツスジハナカミキリを採集し
ている. 例年採集例会では例年面白いものを採集し
ているが, 今年は採集よりも親睦がメインであった
といえる.
採集品をその場で同定していただけるのが合同採
集例会の魅力のひとつであり, 横浜市北部の甲虫な
んでも屋をめざす私にとって今年も, 貴重な同定基
準標本のコレクションを増加させることができた点
で大変有意義であった.
来年も甲虫学会との合同採集例会を予定してい
る. 場所としては, 3 年前に戻って和佐又山が候補
に上がっている. 正式に決定した時点で別途案内状
が配布される予定である.

(神奈川県横浜市, 大木 裕)

◇大会報告◇
2002 年度目本鞘翅学会第十五回大会は目本甲虫
学会との合同で, “02 Japan Coleopterist' Meet-
ing”として,  11 月23 日~24 日の2 日間, 大阪市
立自然史博物館において開催された.  日本の甲虫研
究の二つの学会が初めて合同で開催した記念すべき
大会であり, 基調講演1 件, 特別講演3 件, 口頭発
表 l7 件,  ポスター発表6 件と識寅,  発表の件数は
過去最高であった.
佐々 冶先生の基調講演に加えて, 佐藤正孝先生,
森本先生, 野村周平氏の特別講演が行われたことは
例年の大会の2 年分以上に相当し, 合同大会ならで
は豪華版であったと言える.
佐々 冶先生はまず, 分類学の基本である, 採集,
標本の収集・ 保存, 文献, 装置, 貯蔵空間の五要素
について最近の進歩を紹介された.  次に1989 年の
日本産昆虫総目録以降の増加を考察して, 甲虫の各
Familyがどの程度解明されているかについて5 段
階評価で紹介され, まだまだランクDやランクE
のFamilyが多く, 種数が今後まだまだ增加してゆ
く可能性を示された.  日本の甲虫分類学が狭義の意
味での虫のプロだけでなく, 実に多様なバックグラ
ウンド, 職種の人材によって構成されていることを
強調され, 今後の種数解明への更なる努力の大切さ
を静かな中にも熱く語られた.
佐藤先生は松下松年教授以降, 河野教授, 三輪勇
四郎先生, 中條道夫先生を中心として発展して来た
日本甲虫研究の足取りを, 貴重な写真を交えて紹介
された. 特に戦後数年の間に数多く出現し, 消えて
行った会合・ 同人雑誌が現在の学会にどうつがって
きたかの解説は私にとって初めてであり, 今まで断
片的に聞いていた話をはじめてつなげることができ
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た感がある. まさに今回の合同大会のエポックにふ
さわしく, 過去の連統した足跡を若い世代につなげ
て行くお話であった.
森本先生はソ'ウムシの吻に関して, 形態と機能の
関係に関する過去の観察報告を紹介され, その緻密
さを強調された. 形態, 機能と生態観察から日本産
ソ ゥムシ上科の系統関係の推定を紹介されたが, 私
にはもっとじっくり虫を観察しろというメッセージ
が感じとれた.
野村氏は「月刊むし」において, 5 年間甲虫会の
年間回顧記事を担当された立場から,  5 年間の記載
の動きを紹介され,  これから先どういう方向へ行く
かの展望を話された. ここ5 年問の日本のファウナ
は年間100種程度の記載が続いているにもかかわ
らず, 日本の学術誌上での記載数が減少されている
ことを指摘され, 今押し寄せている独立行政法人化
や外来種間題などの外部要因を乗り切るためには

l: アマチュア研究者のレベルアップ
2: 分類研究者および学会誌の地位向上のための
努力

3: IT情報化の流れに取り残されないこと
の_つが大切であることと強調された.
同定会は同定していただける講師陸が豊富で, 今
まで以上に多くのFamilyに対応できたと考える.
これも合同大会ならではと感じた. 分科会は, コ ミ
ムシ, ハネカクシ,  甲虫DNA, ソ'ウムシ,  カ ミキ

リ, 雑甲虫の6 分科会が開催され, 'ii・門分野でのト
ピックスやレウ ューが紹介された. どれも興味があ
るものばかりであり, 体がひとつしかないのが大変
残念であった.
参加者は l70名であり, 首都國以外の開催として
は過去最高であった.

(神奈川県横浜市, 大木 裕)
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<会計監査> °藤田 宏; °岩田隆太郎

<英文誌編集委員> *上野俊一 (編集長); 近 雅博;
森本 桂; *新里達也 (編集幹事); *野村周平;
*大原昌宏; 佐々 治寛之

<和文誌編集委員> *鈴木 亙 (編集長); 長谷川道
明; 川島逸郎; l o島雄一; 吉富博之

<自然保護委員>°*野村周平 (委員i- );°荒谷邦雄
(昌-ll委員長); 藤田 宏; 平野幸彦; 今坂正一;
部治紀; 森本 桂, 森田誠i:11; 新里達也; 大林延
夫:; 大木 裕; 斉藤秀生; 佐藤正考; 高桑正敏;
上野俊一

◇会則の改正◇
また, 上記総会において会則改正の議決がなされ
下記のように改正がなされた. 本改正は委員の負担
を減らすためと, 電子メールによるやりとりで連絡
の円滑をはかるということで提案, 議決された.

(旧会則)
第 4 章 連営機関
第 22 条
3.  常任幹事会
口. 会長の召集により年4 回以上開催する.

(新会則)
第4 章 連営機関
第 22 条
3.  常任幹事会
ロ. 会長の召集により年2 回以上開催する.

(総務・ 庶務担当, 岸本年郎)
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◇役a,の改選◇
咋年度の日本鞘 学会第15 回大会 (於大阪市立
自然史博物館, l l 月23~24 日) において開催され
た総会において, 2003 年~2004 年の新役員 (第8
期) が選出されました.

日本鞘翅学会役 iL (第8 期)
(°は新所属; *は兼任)

<会長>°高桑正敏
<副会長>°新里達也
<常任幹事> 渡辺泰明 (総務・ 庶務): 野村周平

(同);°岸本年郎 (同); 斉藤明子 (会計); *新里
達也 (編集); 上野俊一 (英文誌編集長) ;°鈴木
亙 (和文誌編集長);°大林延夫 (渉外);°高橋和
弘 (企画) ;°露木繁雄 (同)

<幹事> 安藤清志; 荒谷邦雄;°平野幸彦;°林 增彦,
今坂正一;°小島弘昭;°大原昌宏;°大木 裕;
°斉藤秀生; 酒井雅博; °佐藤正事; 初宿成彦
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